[image: image1.jpg]








 　 

[image: image2.jpg]



[image: image3.jpg]



[image: image4.jpg]



[image: image5.jpg]%Ak KSR AL Sad




[image: image6.jpg]




[image: image7.jpg]L@ University Bible Fellowship




私たちはみな、この方の満ち満ちた豊かさの中から、

恵みの上にさらに恵みを受けたのである。



目次

［TenSteps聖書勉強問題］

1講　
初めに、神が天と地を創造した (創1:1-25)
…………………… 2
2講
人、神様のかたちに造られる (創
1:26-2:3)
…………………… 6
3講
幸福の園エデン (創2:4-25)


…………………… 8

4講
人間の罪と神様の愛 (創3:1-24) 

…………………… 11
5講
ほんとうの成功とは (ヨハネ3：1-16)

…………………… 14

6講
永遠のいのちへの水 (ヨハネ4:3-30)

…………………… 17
7講
あなたはキリストです (マルコ8:27-38)

…………………… 20
8講
祝福するために来られたイエス様 (ヨハネ2:1-11)　……………………22
9講
「よくなりたいか。」 (ヨハネ5：1-15)

 ……………………24
10講
新しい人生 (ルカ5：27-32)


 ……………………26
［付録］
聖書の時刻



……………………………………… 28
用語集




……………………………………… 29
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第１講

初めに、神が天と地を創造した

-天地創造-
御言葉：創世記１：１－２５

要　節：創世記１：１

１．1節を読んでみましょう。ここで、「天と地」(the　heavens　and　the　earth)は「全宇宙と地球」のことです。この天と地はいつ、誰によってできましたか(1)。初めに天と地を創造された神様について話してみましょう(参照：出エジプト記3:14，ヨハネの黙示録1:8，ペテロの手紙第二3:8, 詩篇95：4-5)。

２．初めに創造された地の状態はどうでしたか(2a)。その時、「神の霊」(the　Spirit　of　God)は何をしていましたか(2b)。


３．3節から天地創造が始まります。神様は最初に何を創造されましたか(3)。最初に「光」を創造された神様の品性について考えてみましょう(ヨハネの手紙第一1:5)。第6日目までの創造について、日付毎に説明してください。天地を創造された神様について、あなたはどんな考えをもっていますか。
創世記1章3節-31節

４．1章に「神は…仰せられた。」(God　said)という言葉が10回出ています。神様が仰せられると、何が起こりましたか。神様の御言葉にはどんな力があるのでしょうか。
５．創造したもの見て、神様はどんな感想を述べていますか(4,10,12,18,21,25)。それぞれの被造物の存在意味とその目的について、どんなことが分かりますか。天地を創造された神様に対し、私達はどのような価値観を持って生きるべきでしょうか(伝道者の書12:1)


第2講
人、神様のかたちに造られる
-あなたは愛されるために生まれました-

御言葉：創世記１：２６－２：３
要　節：創世記１：２７


１．26節を読んでみましょう。神様はどのような目的を持って人を造られましたか。


2.　27節を読んでみましょう。神様は人をどのように創造されましたか。ここで、「神様のかたち」(=the image of God)とは何を意味するのでしょうか。神様が人を「神様のかたち」に創造されたことは、人が本来どんな存在であることを意味しますか。
３．28-30節を読んでみましょう。人を創造された後、神様はどのように人を祝福されましたか。「生めよ。ふえよ。」、「地を満たせ。」、「地を従わせよ。」、「すべての生き物を支配せよ。」という御言葉のそれぞれの意味について、考えてみましょう。

４．31節を読んでみましょう。天地万物を創造された後の神様の感想はどうでしたか。神様は「非常によかった。」と感想を述べていますが、この意味について考えてみましょう(参照:イザヤ書43:4、ゼパニヤ書3:17)。
５．2:1-3節を読んでみましょう。天と地とそのすべての万象を完成させた神様は何をされましたか。「休み」（安息）とは、本来はどのようなものかについて話してみましょう。


第３講
幸福の園エデン
御言葉：創世記2:4-25
要節：創世記2:16、17
１.4-7節を読んでみましょう。神様が人を創造される前の地の状態はどうでしたか。神様は何によって人を創造されましたか。またどのようにして人は生きものになりましたか。


２. 8-14節を読んでみましょう。神様は形造った人のために何をされましたか。神様が造られたエデンの園はどのような場所でしたか。
①その土地の木々の様子。
②園の中央にある二つの特別な木は何ですか。
③エデンから流れる四つの川の名前を言ってみましょう。その川はそれぞれどこに流れて行きますか。
3. 15-17節を読んでみましょう。神様が人をエデンの園の主人としてお立てになったことがどのように現われていますか。神様がアダム達に言われた戒めの内容は何ですか。人に戒めをお与えになった神様の御旨について、考えてみましょう。

４. 18-20節を読んでみましょう。神様はひとりでいるアダムのために何をしようとされましたか。その時アダムは何をしていましたか。アダムに助け手を与えられた神様の心と愛について述べてみましょう。

５. 21-25節を読んでみましょう。神様は女をどのように造られましたか。神様がお与えになった女を迎え入れるアダムの感想はどうでしたか。聖書の述べている結婚の意味は何でしょうか。ここで「一体となる」という御言葉の意味について考えてみましょう(ﾏﾀｲ19:5、6)。

*エデンの園はどんな点で楽園なのでしょうか。
第４講

人間の罪と神様の愛
御言葉：創世記３：１－２４

要節：創世記３：１５

１.　.1-5節を読んでみましょう。蛇はどのように女を誘惑しましたか。女はそれに対し何と答えましたか。神様の御言葉に対する彼女の問題点は何でしょうか。
２. 6-13節を読んでみましょう。蛇と話し合った後、女の内面にどんなことが起こりましたか。どのように行動として現われたのですか。女の思いがどのように変わって行きましたか。

３. 14-20節を読んでみましょう。人を誘惑した蛇、罪を犯した人間は、それぞれどんな呪いを受けるようになりましたか。なぜ人（アダム）は自分の妻の名を「エバ」と呼んだのですか。

4. 9、15、21-24節を読んでみましょう。この御言葉には、罪を犯した人間に対する神様の深い愛が現われています。神様が彼らに仰せられた初めの言葉は何でしょうか。また、神様は人間のためにどのように配慮してくださいましたか。罪を犯した人間を救うため、神様がされた約束は何ですか。
５. 罪を犯した人間と、それにも関わらず人を愛される神様の愛について考えてみましょう。
あなたは神様の前でどのように生きたいと思いますか。

第５講

ほんとうの成功とは
御言葉：ヨハネの福音書3:1-16
要節：ヨハネの福音書3：6
１.1、2節を読んでみましょう。ニコデモはどんな人でしたか(1,10)。彼が歩んできた人生はどうであったと思われますか。なぜ、夜にイエス様のもとに訪ねて来たのでしょうか。
2。3節を読んでみましょう。イエス様が指摘された彼の根本的な問題は何でしたか。「新しく生まれる」とはどんな意味なのでしょうか。なぜ人は新しく生まれなければならないのでしょうか。
３．4-5節を読んでみましょう。ニコデモは「新しく生まれなければならない」という御言葉をどのように理解しましたか。イエス様は、どのようにすれば（人は）新しく生まれることができると言われましたか。「水と御霊によって生まれる」とはどんな意味でしょうか。

4。6-8節を読んでみましょう。新しく生まれることは、なぜ御霊によって可能なのでしょうか。ここで、新しく生まれる主体は誰なのでしょうか。風のように働かれる御霊について話してみましょう。

5。9、10節を読んでみましょう。ニコデモはイエス様の御言葉に対してどんな反応を見せましたか。イエス様はこのようなニコデモを、どのように咎められましたか。
6。11-16節を読んでみましょう。どうすれば新しく生まれることができますか。イエス様を信じる者にはどんな祝福が与えられるのですか。



第６講

永遠のいのちへの水

-イエス様との出会いと新しい出発-
御言葉：ヨハネの福音書4：3-30
要節：ヨハネの福音書４：１３、１４

１.3-6節を読んでみましょう。イエス様はガリラヤに行かれる時、どこを通って行きましたか(3、4)。イエス様は6時頃（昼12時）サマリヤの町に到着されましたが、体の状態はどうだったと思われますか。
２. 7-12節を読んでみましょう。その時、だれが水をくみに来ましたか。イエス様はサマリヤの女性に何と言われましたか。イエス様に対する彼女の反応はどうでしたか。イエス様は彼女が何を知ることを望まれましたか。また何を与えようとされたのですか。彼女は「生ける水」をどのように誤解しましたか。
３. 13-15節を読んでみましょう。ヤコブの井戸とイエス様のお与えになる水は、根本的にどのように違いますか。イエス様の話を聞いた彼女は何を求めましたか。イエス様が下さる生ける水について、話してみましょう(エゼキエル書47:9、ヨハネの福音書6:35、7:38-39)。
４.　16-18節を読んでみましょう。イエス様は彼女に何と言われましたか。彼女は何と答えましたか。イエス様は彼女にどのように接されましたか。なぜイエス様は彼女の過去の問題に触れられたのでしょうか。

５. 19-30節を読んでみましょう。キリストに出会った女の質問は何でしょうか。その質問に対し、イエス様はどのように説明してくださいましたか。キリスト（メシヤ）に出会い、喜びに満ち溢れている姿について話してみましょう。あなたは楽しく、喜び一杯の人生を送りたいと思いますか。
第７講

あなたはキリストです

御言葉：マルコの福音書8:27-38
要　節：マルコの福音書8:29
１. 27、28節を読んでみましょう。イエス様は弟子たちとどこに行かれましたか。その途中でイエス様は弟子たちにどんな質問をされましたか。当時の人々はイエス様をどんな方だと思っていましたか。今の人々はイエス様についてどのように思っていますか。
２. 29節を読んでみましょう。イエス様が弟子たちにされた質問は何ですか。ペテロはイエス様をどのような方として信じ、信仰告白しましたか。「あなたはキリストです。」と告白する時、私達の人生にどのような恵みが与えられますか (ローマ人への手紙10:10)。

３. 30-33節を読んでみましょう。イエス様はご自分について何と言われましたか。それに対するペテロの反応はどうでしたか。イエス様はペテロを叱って何と言われましたか。

４. 34-37節を読んでみましょう。イエス様について来たいと思うなら、どのようにしなければなりませんか(34)。「自分を捨てる」、「自分の十字架を負う」とは、どのようにすることでしょうか。どのようにすればいのちを得ることができるのですか。

５. 38節を読んでみましょう。イエス様とその御言葉を恥ずかしく思ってしまう理由は何でしょうか。しかしなぜ恥じてはいけないのでしょうか。イエス様と御言葉を恥じる人はどうなるのですか。
第8講
祝福するために来られたイエス様

-Joyfulな人生へ-
御言葉：ヨハネの福音書２：１-11

要　節：ヨハネの福音書２：11

１．イエス様と弟子たちはどこに招かれましたか(1,2)。婚礼は人生においてどんな意味がありますか。あなたは結婚式についてどんなイメージや雰囲気を持っていますか。


２．婚礼中にどんな深刻な問題が起こりましたか(3a)。なぜ、マリヤはこの問題を主人にではなく、イエス様に話したのでしょうか。問題をイエス様に話したマリヤから何を学ぶことができますか。

３．イエス様はなぜ「わたしと何の関係があるのでしょう」と言われました(4)。「わたしの時はまだ来ていません」とはどんな意味でしょうか。マリヤは手伝いの人たちに何を準備させましたか(5)。

４．手伝いの人々はどんな心情になったでしょうか。イエス様は彼らに何をするように命じられましたか(6,7a)。彼らはイエス様の言葉にどれだけ積極的に聞き従いましたか(7b)。

５．イエス様はさらに何を命じられましたか(8a)。彼らが聞きしたがった時、どんな驚くべきことが起こりましたか(8b-10)。このことを通して手伝いの人たちは何を知るようになりましたか。

６．この最初のしるしは弟子たちにとってどんな意味がありましたか。また、私達にはどんな意味があるでしょうか(参照:コリント人への手紙第二9:8)。私達の空っぽの水がめを最高のぶどう酒で満たしてくださるイエス様について、感じたことを話してみましょう


第9講

よくなりたいか
御言葉：ヨハネの福音書5:1-9
要　節：ヨハネの福音書5:6
１．イエス様は、いつ、どこに行かれましたか(1,2)。そこにどんな人々がいましたか(3)。彼らはどんな機会を待っていましたか。その機会をねらう病人達の間にどんな問題が発生したと思われますか。

２．イエス様が特に注目された病人は誰でしたか。イエス様は彼がどんな状態であることをご存知でしたか(5,6a)。また、どんな質問をされましたか(6b)。なぜ当たり前とも言えることを聞かれたのでしょうか。彼の前にいるイエス様はどんな方ですか(ﾙｶ5:17)。


３．彼は自分の病気が治らない理由について何と言いましたか(7)。彼はどんなことに望みをかけていたのでしょうか。

４．どのように彼の病が治り、起きて歩けるようになりましたか(8,9)。イエス様の御言葉にはどんな力があると思いますか。イエス様はどんな点で本当のベデスダ(=あわれみの家)になりますか(参照：コリント人への手紙第Ⅱ1:4-5)。


第10講

新しい人生

御言葉：ルカの福音書5:27-32
要　節：ルカの福音書5:27
１．27節を読んでみましょう。イエス様は誰に目を留められましたか。当時、取税人はどんな扱いを受けていましたか(ﾙｶ3:13，5:30)。それにも関わらず、なぜレビは取税人になったのでしょうか。

２．もう一度27節を読んでみましょう。イエス様はレビに何と言われましたか。「わたしについて来なさい。」という御言葉はレビにとって、どんな意味を持っているのでしょうか（黙示録3:20）。取税人レビを弟子として召してくださったイエス様について考えてみましょう。

３．28,29節を読んでみましょう。イエス様の招きに対して、レビはどんな反応をしましたか。レビがそのようにすることによって、何を失いましたか。また何を得ましたか。そしてレビの人生はどのように変わりましたか(ﾛｰﾏ13:13,14)。

４．30-32節を読んでみましょう。なぜパリサイ人たちはつぶやきましたか。イエス様は彼らに何と言われましたか。この御言葉は、イエス様に関して私たちに何を教えてくれるのですか。

聖書の時刻



用語集
1講　
初めに、神が天と地を創造した
創世記
聖書の最初の書物。世界の創造について記録されているため、創世記と呼ばれる。ギリシヤ語で「誕生、創生、原因、開始、始まり、根源」の意味があり、あらゆるものの起源について記されている。
2講
人、神様のかたちに造られる


安息日

ヘブル語でシャッバースであり、「やめる」あるいは「休む」に由来する。週の第七日目。急速と礼拝の日として守るように定められた日。天地創造の記事(創1:1-2:3)の中で、6日目の創造を終えた神様は休まれ、その第7日目を祝福し、この日が聖であると宣言された。安息日は神とイスラエルとの間の「しるし」として説明される(出エジプト31:17)が、これは神様とイスラエルとの契約にもとづくものと理解できる。
3講
幸福の園エデン

エデンの園
ヘブル語で「贅沢な」「優美な」「楽しい」「喜ばしい」の意味。元々はシュメール語で「平地」を意味する“エデン”と言う語からでたアッカド語のエディヌと同じとされ、地理的な呼び名であったと思われる。
いのちの木

神によって善悪の知識の木と共にエデンの園の中央に置かれていた木。善悪の木からはとって食べることが禁じられたが、いのちの木からとって食べることは禁じられていなかった。創世記3:22によれば、人がもしいのちの木からとって食べるならば、永遠に生きる者となることができたようである。箴言にもいのちの木についての言及があるが、「知恵」「正しい者の結ぶ実」「望みがかなうこと」「穏やかな舌」などの比喩的表現で登場している。新約ではヨハネの黙示録に登場しており、2:7では勝利を得る者がこの木の実を食べることができると約束されている。

善悪の知識の木

いのちの木と共にエデンの園の中央に生えていた木。この木からはとって食べてはならないと命じられていたが、蛇の誘惑によりアダムとエバはこれを食べてしまった。霊的な意味での善悪の知識の木とは、自分の知恵で何が善で何が悪であるかをわきまえる道徳的判断の木である。
4講
人間の罪と神様の愛

原罪

全人類が生まれながらに持っている罪のこと。アダムとその妻が神に対して犯した不従順のため、通常の出生による彼らの全ての子孫は、母の胎内からその本性において汚されている。
ケルビム(ケルブの複数形)

天的存在の象徴で、一般に手足を持つ有翼の像として表現された。人間の理性と動物の威力をあわせ持つと考えられ、超人的な力を象徴している。

5講
ほんとうの成功とは？
パリサイ人
ヘブル語でפרושיםで、「分離された者」という意味がある。古代イスラエルの第二神殿時代（BC536年～紀元70年）後期に存在したユダヤ教内グループのこと。ユダヤ戦争によるエルサレム神殿の崩壊後はユダヤ教の主流派となって行き、ラビを中心としたユダヤ教を形作った。現代のユダヤ教の諸派もほとんどがパリサイ派に由来しているという点においても、歴史上においても重要な集団であったといえる。ファリサイ人、パリサイ派、などと表記されることもある。ニコデモはパリサイ人であった。
サンヘドリン

サンヘドリン（Sanhedrin）はローマ帝国支配下のユダヤにおける最高裁判権を持った宗教的・政治的自治組織であり、71人の長老たちから構成され、１人が議長、１人が副議長、69人が議員であった。祭司たち、律法学者、パリサイ人たちなどで構成されていた。最高法院、最高議会、長老会と表記されることもある。

ラビ
ヘブル語の「ラフ」で、「偉大な」という意味。そこから「師」の意になり、「先生」と訳されている。「ラビ」は「私の先生」の意味であり、イエスの時代は尊敬を表す呼びかけとして用いられ、ユダヤ人の指導者にも使われた。イエス様も聖書において12回ラビと呼ばれている。
6講
永遠のいのちへの水
サマリヤ(地名)

北王国のイスラエルの首都、およびその周辺地域の名称。

ヤコブの井戸

サマリヤの町スカルに会った井戸。伝承によると、ヤコブが掘ったとされている。スカルは旧約時代のシェケムと同一場所と考えられており、ヤコブがここに井戸を掘ったという記録はないが、パダン・アラムからの帰途シェケムに滞在し、ここの土地を購入していることから、この時井戸を掘った可能性は十分にあると考えられる。
7講
あなたはキリストです

キリスト
ギリシヤ語のクリストスのこと。ヘブル語の「メシヤ」のギリシヤ語で、油注がれた者を意味する。
ペテロ
本来の名前はヘブル語でシメオン。シモンはシメオンのギリシヤ語音写である。イエスに初めて出会ったとき、ペテロという名前が与えられた。12弟子の一人で、後に教会における代表的指導者となった。

バプテスマのヨハネ
祭司ザカリヤとエリサベツの子(ルカ1章)。ユダヤの荒野で成長し、その荒野で神の言葉を受けた。悔い改めを迫る説教活動をおこない、多くの人々にバプテスマを授けた。新約聖書ではイエス様の先駆者として明確に位置づけている。

エリヤ(人名)

「主こそ神である」の意味。BC9世紀前半に北王国イスラエルで活躍した預言者。旧新約中間時代にエリヤの再来への期待が高まり、モーセと並んで御使い的な姿で思い描かれるようになった。イエス様をエリヤの再来と見る人々も大勢いた。

予備問題
Ⅰ講　祝福するために来られたイエス様

カナ

ガリラヤ地域にある。最初のしるしである水をぶどう酒に変えた地であり、カペナウムの役人に対して彼の息子のいやしを宣言された場所(ヨハ4:46)。12弟子の一人ナタナエルの出身地でもある。

ぶどう酒

ユダヤ社会ではごく普通の飲料として広く用いられ、特にパレスチナ地方では肉や野菜が不足していたため、パンとぶどう酒が食事の中心となっていた。
Ⅱ講　よくなりたいか

ユダヤ人の祭り

イスラエルには伝統に従って様々な祭りがあった。ヨハネ5章の祭りは「過越の祭り」であると推定される。過越しの祭りとは、モーセの指導のもとエジプトから脱出した歴史的事件を記念して守ったものである(参照:出エジプト記)
ベテスダ

ベテサダ(オリーブの家の意)とベテスダ(あわれみの家)という2つの呼び名があった。あわれみの家の意。エルサレムの羊の門の近くにあった池で、5つの回廊があった。ヘロデ大王によって設置され、2つの池に入ると病気が癒されると信じられるようになり、「あわれみの家」(ベテスダ)と呼ばれるようになったと思われる。
 (参考文献：山口昇監, 『エッセンシャル聖書辞典』, 1998)
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18)その後、神である主は仰せられた。「人が、ひとりでいるのは良くない。わたしは彼のために、彼にふさわしい助け手を造ろう。」


19)神である主が、土からあらゆる野の獣と、あらゆる空の鳥を形造られたとき、それにどんな名を彼がつけるかを見るために、人のところに連れて来られた。人が、生き物につける名は、みな、それが、その名となった。


20)こうして人は、すべての家畜、空の鳥、野のあらゆる獣に名をつけたが、人にはふさわしい助け手が、見あたらなかった。





21)そこで神である主が、深い眠りをその人に下されたので彼は眠った。それで、彼のあばら骨の一つを取り、そのところの肉をふさがれた。


22)こうして神である主は、人から取ったあばら骨を、ひとりの女に造り上げ、その女を人のところに連れて来られた。


23)すると人は言った。「これこそ、今や、私の骨からの骨、私の肉からの肉。これを女と名づけよう。これは男から取られたのだから。」


24)それゆえ、男はその父母を離れ、妻と結び合い、ふたりは一体となるのである。


25)そのとき、人とその妻は、ふたりとも裸であったが、互いに恥ずかしいと思わなかった。





マタイの福音書19:5）『それゆえ、人はその父と母を離れて、その妻と結ばれ、ふたりの者が一心同体になるのだ。』と言われたのです。それを、あなたがたは読んだことがないのですか．


6)それで、もはやふたりではなく、ひとりなのです。こういうわけで、人は、神が結び合わせたものを引き離してはなりません。」





創2:4)これは天と地が創造されたときの経緯である。神である主が地と天を造られたとき、


5)地には、まだ一本の野の灌木もなく、まだ一本の野の草も芽を出していなかった。それは、神である主が地上に雨を降らせず、土地を耕す人もいなかったからである。


6)ただ、霧が地から立ち上り、土地の全面を潤していた。


7)その後、神である主は、土地のちりで人を形造り、その鼻にいのちの息を吹き込まれた。そこで、人は、生きものとなった。





8)神である主は、東の方エデンに園を設け、そこに主の形造った人を置かれた。


9)神である主は、その土地から、見るからに好ましく食べるのに良いすべての木を生えさせた。園の中央には、いのちの木、それから善悪の知識の木とを生えさせた。


10)一つの川が、この園を潤すため、エデンから出ており、そこから分かれて、四つの源となっていた。


11)第一のものの名はピションで、それはハビラの全土を巡って流れ、そこには金があった。


その地の金は、良質で、また、そこには、ブドラフとしまめのうもある。


13)第二の川の名はギホンで、クシュの全土を巡って流れる。


14)第三の川の名はヒデケルで、それはアシュルの東を流れる。第四の川、それはユ―フラテスである。





15)神である主は、人を取り、エデンの園に置き、そこを耕させ、またそこを守らせた。


16)神である主は、人に命じて仰せられた。「あなたは、園のどの木からでも思いのまま食べてよい。


17)しかし、善悪の知識の木からは取って食べてはならない。それを取って食べるその時、あなたは必ず死ぬ。」





黙示録　3:20 見よ。わたしは、戸の外に立ってたたく。だれでも、わたしの声を聞いて戸をあけるなら、わたしは、彼のところにはいって、彼とともに食事をし、彼もわたしとともに食事をする。








創1:1) 初めに、神が天と地を創造した。





出エジプト3:14）神はモーセに仰せられた。「わたしは、『わたしはある。』という者である。」また仰せられた。「あなたはイスラエル人にこう告げなければならない。『わたしはあるという方が、私をあなたがたのところに 遣わされた。』と。」





参照：黙示録1:8）神である主、常にいまし、昔いまし、後に来られる方、万物の支配者がこう言われる。 「わたしはアルファであり、オメガである。」


ペテロの手紙第二3:8）しかし、愛する人たち。 あなたがたは、この一事を見落としてはいけません。すなわち、主の御前では、一日は千年のようであり、千年は一日のようです。


詩篇95：4)地の深みは主の御手のうちにあり、山々の頂も主のものである。


95:5)海は主のもの。主がそれを作られた。陸地も主の御手が造られた。 





[新約時代]





	夕方		(マルコ13:35)	午後6時-9時


	夜中		(マルコ13:35)	午後9時-12時


	鶏の鳴くころ	(マルコ13:35)	午前0時-3時


	明け方		(マルコ13:35)	午前3時-6時








	マタイの福音書の時刻


	「9時」		(マタイ20:3　言語「第3時」)	午前9時


	「12時」		(マタイ20:5　言語「第6時」)	午前12時


	「3時」		(マタイ20:5　言語「第9時」)	午後3時


	「5時」		(マタイ20:6　言語「第11時」)	午後5時		


	





	ヨハネの福音書の時刻　(夜半起算のローマ式で計算した場合･･･)


	第6時		(ヨハネ19:14)			午前6時


	第10時		(ヨハネ1:39)			午前10時


	第6時		(ヨハネ4:6)			午後6時	


	第7時		(ヨハネ4:52)			午後7時








［旧約時代］





	朝　		(創1:13)		午前6時-10時


	日の暑いころ	(創3:8)		午前10時-午後3時


	そよ風の吹くころ	(創3:8)		午前10時-午後3時	


	夕		(創1:13)		午後6時-





2）地は形がなく、何もなかった。やみが大いなる水の上にあり、神の霊は水の上を動いていた。





伝道者の書12:1)あなたの若い日に、あなたの創造者を覚えよ。わざわいの日が来ないうちに、また「何の 喜びもない。」と言う年月が近づく前に。





3）そのとき、神が「光よ。あれ。」と仰せられた。すると光ができた。


ヨハネの手紙第一1:5）神は光であって、神のうちには暗いところが少しもない。これが、私たちがキリスト から聞いて、あなたがたに伝える知らせです。





3)そのとき、神が「光よ。あれ。」と仰せられた。すると光ができた。


4)神はその光をよしと見られた。そして神はこの光とやみとを区別された。


5)神は、この光を昼と名づけ、このやみを夜と名づけられた。こうして夕があり、朝があった。第一日。





6)ついで神は「大空よ。水の間にあれ。水と水との間に区別があるように。」と仰せられた


7)こうして神は、大空を造り、大空の下にある水と、大空の上にある水とを区別された。 するとそのようになった。


8)神は、その大空を天と名づけられた。こうして夕があり、朝があった。第二日。


 


9)神は「天の下の水は一所に集まれ。かわいた所が現われよ。」と仰せられた。するとそのようになった。


10)神は、かわいた所を地と名づけ、水の集まった所を海と名づけられた。神は見て、それをよしとされた。


11)神が、「地は植物、種を生じる草、種類にしたがって、その中に種のある実を結ぶ果樹を地の上に芽生えさせよ。」と仰せられると、そのようになった。


12)それで、地は植物、おのおのその種類にしたがって種を生じる草、おのおのその種類にしたがって、その中に種のある実を結ぶ木を生じた。神は見て、それをよしとされた。


 13)こうして夕があり、朝があった。第三日。





14)ついで神は、「光る物は天の大空にあって、昼と夜とを区別せよ。しるしのため、季節のため、日のため、年のために、役立て。


15)天の大空で光る物となり、地上を照らせ。」と仰せられた。するとそのようになった。


16)それで神は二つの大きな光る物を造られた。大きいほうの光る物には昼をつかさどらせ、小さいほうの光る物には夜をつかさどらせた。また星を造られた。


17神はそれらを天の大空に置き、地上を照らさせ、


18)また昼と夜とをつかさどり、光とやみとを区別するようにされた。神は見て、それをよしとされた。


19)こうして夕があり、朝があった。第四日。





20)ついで神は、「水は生き物の群れが、群がるようになれ。また鳥は地の上、天の大空を飛べ。」と仰せられた。


21)それで神は、海の巨獣と、その種類にしたがって、水に群がりうごめくすべての生き物と、その種類にしたがって、翼のあるすべての鳥を創造された。神は見て、それをよしとされた。


22)神はまた、それらを祝福して仰せられた。「生めよ。ふえよ。海の水に満ちよ。また鳥は、地にふえよ。」 


23)こうして、夕があり、朝があった。第五日。





24)ついで神は、「地は、その種類にしたがって、生き物、家畜や、はうもの、その種類にしたがって野の獣を生ぜよ。」と仰せられた。するとそのようになった。


25)神は、その種類にしたがって野の獣、その種類にしたがって家畜、その種類にしたがって地のすべてのはうものを造られた。神は見て、それをよしとされた。


26)そして神は、「われわれに似るように、われわれのかたちに、人を造ろう。そして彼らに、海の魚、空の鳥、家畜、地のすべてのもの、地をはうすべてのものを支配させよう。」と仰せられた。


27)神はこのように、人をご自身のかたちに創造された。神のかたちに彼を創造し、男と女とに彼らを創造された。


28)神はまた、彼らを祝福し、このように神は彼らに仰せられた。「生めよ。ふえよ。地を満たせ。地を従えよ。海の魚、空の鳥、地をはうすべての生き物を支配せよ。」


29)ついで神は仰せられた。「見よ。わたしは、全地の上にあって、種を持つすべての草と、種を持って実を結ぶすべての木をあなたがたに与えた。それがあなたがたの食物となる。


30)また、地のすべての獣、空のすべての鳥、地をはうすべてのもので、いのちの息のあるもののために、食物として、すべての緑の草を与える。」すると、そのようになった。


 31)そのようにして神はお造りになったすべてのものをご覧になった。見よ。それは非常によかった。こうして夕があり、朝があった。第六日。





創1:26)そして神は、「われわれに似るように、われわれのかたちに、人を造ろう。そして彼らに、海の魚、 空の鳥、家畜、地のすべてのもの、地をはうすべてのものを支配させよう。」と 仰せられた。





27) 神はこのように、人をご自身のかたちに創造された。神のかたちに彼を創造し、男と女とに彼らを創造された。





28)神はまた、彼らを祝福し、このように神は彼らに仰せられた。「生めよ。ふえよ。地を満たせ。地を従えよ。海の魚、空の鳥、地をはうすべての生き物を支配せよ。」


29)ついで神は仰せられた。「見よ。わたしは、全地の上にあって、種を持つすべての草と、種を持って実を結ぶすべての木をあなたがたに与えた。それがあなたがたの食物となる。


30)また、地のすべての獣、空のすべての鳥、地をはうすべてのもので、いのちの息のあるもののために、食物として、すべての綠の草を与える。」すると、そのようになった．





31)そのようにして神はお造りになったすべてのものをご覧になった。見よ。それは非常によかった。こうして夕があり、朝があった。第六日。





参照：イザヤ書43:4)わたしの目には、あなたは高価で尊い。わたしはあなたを愛している。


ゼパニヤ書3:17)あなたの神、主は、あなたのただ中におられる。救いの勇士だ。主は喜びをもってあなたのことを楽しみ、その愛によって安らぎを与える。主は高らかに歌ってあなたのことを喜ばれる。





2:1)こうして、天と地とそのすべての万象が完成された。


2)それで神は、第七日目に、なさっていたわざの完成を告げられた。すなわち、第七日目に、なさっていたすべてのわざを休まれた。神はその第七日目を祝福し、この日を聖であるとされた。


3)それは、その日に、神がなさっていたすべての創造のわざを休まれたからである。





1)さて、神である主が造られたあらゆる野の獣のうちで、蛇が一番狡猾であった。蛇は女に言った。「あなたがたは、園のどんな木からも食べてはならない、と神は、ほんとうに言われたのですか。」


2)女は蛇に言った。「私たちは、園にある木の実を食べてよいのです。


3)しかし、園の中央にある木の実について、神は、『あなたがたは、それを食べてはならない。それに触れてもいけない。あなたがたが死ぬといけないからだ。』と仰せになりました。」


4)そこで、蛇は女に言った。「あなたがたは決して死にません。


5)あなたがたがそれを食べるその時、あなたがたの目が開け、あなたがたが神のようになり、善悪を知るようになることを神は知っているのです。」





6)そこで女が見ると、その木は、まことに食べるのに良く、目に慕わしく、賢くするというその木はいかにも好ましかった。それで女はその実を取って食べ、いっしょにいた夫にも与えたので、夫も食べた。


7)このようにして、ふたりの目は開かれ、それで彼らは自分たちが裸であることを知った。そこで、彼らは、いちじくの葉をつづり合わせて、自分たちの腰のおおいを作った。


8)そよ風の吹くころ、彼らは園を歩き回られる神である主の声を聞いた。それで人とその妻は、神である主の御顔を避けて園の木の間に身を隠した。


9)神である主は、人に呼びかけ、彼に仰せられた。「あなたは、どこにいるのか。」


10)彼は答えた。「私は園で、あなたの声を聞きました。それで私は裸なので、恐れて、隠れました。」


11)すると、仰せになった。「あなたが裸であるのを、だれがあなたに敎えたのか。あなたは、食べてはならない、と命じておいた木から食べたのか。」


12(人は言った。「あなたが私のそばに置かれたこの女が、あの木から取って私にくれたので、私は食べたのです。」


13)そこで、神である主は女に仰せられた。「あなたは、いったいなんということをしたのか。」女は答えた。「蛇が私を惑わしたのです。それで私は食べたのです。」





14)神である主は蛇に仰せられた。「おまえが、こんな事をしたので、おまえは、あらゆる家畜、あらゆる野の獣よりものろわれる。おまえは、一生、腹ばいで歩き、ちりを食べなければならない。


15)わたしは、おまえと女との間に、また、おまえの子孫と女の子孫との間に、敵意を置く。彼は、おまえの頭を踏み砕き、おまえは、彼のかかとにかみつく。」


16)女にはこう仰せられた。「わたしは、あなたのみごもりの苦しみを大いに増す。あなたは、苦しんで子を産まなければならない。しかも、あなたは夫を恋い慕うが、彼は、あなたを支配することになる。」


17)また、アダムに仰せられた。「あなたが、妻の声に聞き従い、食べてはならないとわたしが命じておいた木から食べたので、土地は、あなたのゆえにのろわれてしまった。あなたは、一生、苦しんで食を得なければならない。


18)土地は、あなたのために、いばらとあざみを生えさせ、あなたは、野の草を食べなければならない。


19)あなたは、顔に汗を流して糧を得、ついに、あなたは土に帰る。あなたはそこから取られたのだから。あなたはちりだから、ちりに帰らなければならない。」


20)さて、人は、その妻の名をエバと呼んだ。それは、彼女がすべて生きているものの母であったからである。





9)神である主は、人に呼びかけ、彼に仰せられた。「あなたは、どこにいるのか。」


15)わたしは、おまえと女との間に、また、おまえの子孫と女の子孫との間に、敵意を置く。彼は、おまえの頭を踏み砕き、おまえは、彼のかかとにかみつく。」


21)神である主は、アダムとその妻のために、皮の衣を作り、彼らに着せてくださった。


22)神である主は仰せられた。「見よ。人はわれわれのひとりのようになり、善悪を知るようになった。今、彼が、手を伸ばし、いのちの木からも取って食べ、永遠に生きないように。」


23)そこで神である主は、人をエデンの園から追い出されたので、人は自分がそこから取り出された土を耕すようになった。


24)こうして、神は人を追放して、いのちの木への道を守るために、エデンの園の東に、ケルビムと輪を描いて回る炎の剣を置かれた





1)さて、パリサイ人の中にニコデモという人がいた。ユダヤ人の指導者であった。


2)この人が、夜、イエスのもとに来て言った。「先生。私たちは、あなたが神のもとから来られた教師であることを知っています。神がともにおられるのでなければ、あなたがなさるこのようなしるしは、だれも行なうことができません。」


10)イエスは答えて言われた。「あなたはイスラエルの教師でありながら、こういうことがわからないのですか





3)イエスは答えて言われた。「まことに、まことに、あなたに告げます。人は、新しく生まれなければ、神の国を見ることはできません。」





4)ニコデモは言った。「人は、老年になっていて、どのようにして生まれることができるのですか。もう一度、母の胎にはいって生まれることができましょうか。」


5)イエスは答えられた。「まことに、まことに、あなたに告げます。人は、水と御霊によって生まれなければ、神の国にはいることができません。





6)肉によって生まれた者は肉です。御霊によって生まれた者は霊です。


7)あなたがたは新しく生まれなければならない、とわたしが言ったことを不思議に思ってはなりません。


8)風はその思いのままに吹き、あなたはその音を聞くが、それがどこから来てどこへ行くかを知らない。御霊によって生まれる者もみな、そのとおりです。」





9)ニコデモは答えて言った。「どうして、そのようなことがありうるのでしょう。」


10)イエスは答えて言われた。「あなたはイスラエルの教師でありながら、こういうことがわからないのですか。





11)まことに、まことに、あなたに告げます。わたしたちは、知っていることを話し、見たことをあかししているのに、あなたがたは、わたしたちのあかしを受け入れません。


12)あなたがたは、わたしが地上のことを話したとき、信じないくらいなら、天上のことを話したとて、どうして信じるでしょう。


13)だれも天に上った者はいません。しかし天から下った者はいます。すなわち人の子です。


14)モ―セが荒野で蛇を上げたように、人の子もまた上げられなければなりません。


15)それは、信じる者がみな、人の子にあって永遠のいのちを持つためです。」


16)神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。





4:3)主はユダヤを去って、またガリラヤへ行かれた。


4)しかし、サマリヤを通って行かなければならなかった。


5)それで主は、ヤコブがその子ヨセフに与えた地所に近いスカルというサマリヤの町に来られた。


6)そこにはヤコブの井戸があった．イエスは旅の疲れで，井戸のかたわらに腰をおろしておられた。時は六時ごろであった。





7)ひとりのサマリヤの女が水をくみに来た。イエスは「わたしに水を飲ませてください。」と言われた。


8)弟子たちは食物を買いに、町へ出かけていた。


9)そこで、そのサマリヤの女は言った。「あなたはユダヤ人なのに、どうしてサマリヤの女の私に、飲み水をお求めになるのですか。」-ユダヤ人はサマリヤ人とつきあいをしなかったからである。-


10)イエスは答えて言われた。「もしあなたが神の賜物を知り、また、あなたに水を飲ませてくれと言う者がだれであるかを知っていたなら、あなたのほうでその人に求めたことでしょう。そしてその人はあなたに生ける水を与えたことでしょう。」


11)彼女は言った。「先生。あなたはくむ物を持っておいでにならず、この井戸は深いのです。その生ける水をどこから手にお入れになるのですか。


12)あなたは、私たちの先祖ヤコブよりも偉いのでしょうか。ヤコブは私たちにこの井戸を与え、彼自身も、彼の子たちも家畜も、この井戸から飲んだのです。」





13)イエスは答えて言われた。「この水を飲む者はだれでも、また渇きます。


14)しかし、わたしが与える水を飲む者はだれでも、決して渇くことがありません。わたしが与える水は、その人のうちで泉となり、永遠のいのちへの水がわき出ます。」


15)女はイエスに言った。「先生。私が渇くことがなく、もうここまでくみに来なくてもよいように、その水を私に下さい。」


エゼキエル書47:9)この川が流れて行く所はどこででも、そこに群がるあらゆる生物は生き、非常に多くの魚がいるようになる。この水がはいると、そこの水が良くなるからである。この川がはいる所では、すべてのものが生きる。


ヨハネの福音書6:35)イエスは言われた。「わたしがいのちのパンです。わたしに来る者は決して飢えることがなく、わたしを信じる者はどんなときにも、決して渇くことがありません．


7:38)わたしを信じる者は、聖書が言っているとおりに、その人の心の奧底から、生ける水の川が流れ出るようになる。」


39)これは、イエスを信じる者が後になってから受ける御霊のことを言われたのである。イエスはまだ栄光を受けておられなかったので、御霊はまだ注がれていなかったからである．





16)イエスは彼女に言われた。「行って、あなたの夫をここに呼んで來なさい。」


17)女は答えて言った。「私には夫はありません。」イエスは言われた。「私には夫がないというのは、もっともです。


18)あなたには夫が五人あったが、今あなたといっしょにいるのは、あなたの夫ではないからです。あなたが言ったことはほんとうです。」





19)女は言った。「先生。あなたは預言者だと思います。


20)私たちの先祖は、この山で礼拝しましたが、あなたがたは、礼拝すべき場所はエルサレムだと言われます。」


21)イエスは彼女に言われた。「わたしの言うことを信じなさい。あなたがたが父を礼拝するのは、この山でもなく、エルサレムでもない、そういう時が来ます。


22)救いはユダヤ人から出るのですから、わたしたちは知って礼拝していますが、あなたがたは知らないで礼拝しています。


23)しかし、真の礼拝者たちが霊とまことによって父を礼拝する時が来ます。今がその時です。父はこのような人々を礼拝者として求めておられるからです。


24）神は霊ですから、神を礼拝する者は、霊とまことによって礼拝しなければなりません。」


25）女はイエスに言った。「私は、キリストと呼ばれるメシヤの来られることを知っています。その方が来られるときには、いっさいのことを私たちに知らせてくださるでしょう。」


26)イエスは言われた。「あなたと話しているこのわたしがそれです。」


27)このとき、弟子たちが帰って来て、イエスが女の人と話しておられるのを不思議に思った。しかし、だれも、「何を求めておられるのですか。」とも、「なぜ彼女と話しておられるのですか。」とも言わなかった。


28)女は、自分の水がめを置いて町へ行き、人々に言った。


29「来て、見てください。私のしたこと全部を私に言った人がいるのです。この方がキリストなのでしょうか。」


30)そこで、彼らは町を出て、イエスのほうへやって来た。 





27)それから、イエスは弟子たちとピリポ•カイザリヤの村々へ出かけられた。その途中、イエスは弟子たちに尋ねて言われた。「人々はわたしをだれだと言っていますか。」


28)彼らは答えて言った。「バプテスマのヨハネだと言っています。エリヤだと言う人も、また預言者のひとりだと言う人もいます。」





29)するとイエスは彼らに尋ねられた。「では、あなたがたは、わたしをだれだと言いますか。」ペテロが答えてイエスに言った。「あなたは、キリストです。」


ローマ人への手紙10:10) 人は心に信じて義と認められ、口で告白して救われるのです。





30)するとイエスは、自分のことをだれにも言わないようにと、彼らを戒められた。


31)それから、人の子は必ず多くの苦しみを受け、長老、祭司長、律法学者たちに捨てられ、殺され、三日の後によみがえらなければならないと、弟子たちに教え始められた。


32)しかも、はっきりとこの事がらを話された。するとペテロは、イエスをわきにお連れして、いさめ始めた。


33)しかし、イエスは振り向いて、弟子たちを見ながら、ペテロをしかって言われた。「下がれ。サタン。あなたは神のことを思わないで、人のことを思っている。」





34)それから、イエスは群衆を弟子たちといっしょに呼び寄せて、彼らに言われた。「だれでもわたしについて来たいと思うなら、自分を捨て、自分の十字架を負い、そしてわたしについて来なさい。


35)いのちを救おうと思う者はそれを失い、わたしと福音とのためにいのちを失う者はそれを救うのです。


36)人は、たとい全世界を得ても、いのちを損じたら、何の得がありましょう。


37)自分のいのちを買い戻すために、人はいったい何を差し出すことができるでしょう。





38)このような姦淫と罪の時代にあって、わたしとわたしのことばを恥じるような者なら、人の子も、父の栄光を帯びて聖なる御使いたちとともに来るときには、そのような人のことを恥じます。」





5:27 この後、イエスは出て行き、収税所にすわっているレビという取税人に目を留めて、「わたしについて来なさい。」と言われた。


3:13 ヨハネは彼らに言った。「決められたもの以上には、何も取り立ててはいけません。」


5:30 すると、パリサイ人やその派の律法学者たちが、イエスの弟子たちに向かって、つぶやいて言った。「なぜ、あなたがたは、取税人や罪人どもといっしょに飲み食いするのですか。」





6) さて、そこには、ユダヤ人のきよめのしきたりによって、それぞれ八十リットルから百二十リットル入りの 石の水がめが六つ置いてあった。


7) イエスは彼らに言われた。「水がめに水を満たしなさい。」彼らは水がめを縁までいっぱいにした。





8)イエスは彼に言われた。「起きて、床を取り上げて歩きなさい。」 


9)すると、その人はすぐに直って、床を取り上げて歩き出した。ところが、その日は安息日であった。





コリント人への手紙第二1:4)神は、どのような苦しみのときにも、私たちを慰めてくださいます。こうして、私たちも、自分自身が神から受ける慰めによって、どのような苦しみの中にいる人をも慰めることができる のです。 


1:5)それは、私たちにキリストの苦難があふれているように、慰めもまたキリストによってあふれているからです。





7)病人は答えた。「主よ。私には、水がかき回されたとき、池の中に私を入れてくれる人がいません。行きかけると、もうほかの人が先に降りて行くのです。」





5)そこに、三十八年もの間、病気にかかっている人がいた。


6)イエスは彼が伏せっているのを見、それがもう長い間のことなのを知って、彼に言われた。


　 「よくなりたいか。」


ルカ5:17)ある日のこと、イエスが教えておられると、パリサイ人と律法の教師たちも、そこにすわっていた。彼らは、ガリラヤとユダヤとのすべての村々や、エルサレムから来ていた。イエスは、主の御力をもって、病気を直しておられた。





5:1)その後、ユダヤ人の祭りがあって、イエスはエルサレムに上られた。


2)さて、エルサレムには、羊の門の近くに、ヘブル語でベテスダと呼ばれる池があって、五つの回廊がついていた。


3)その中に大ぜいの病人、盲人、足なえ、やせ衰えた者が伏せっていた。





8)イエスは彼らに言われた．「さあ、今くみなさい。そして宴会の世話役のところに持って行きなさい。」彼らは持って行った。


9)宴会の世話役はぶどう酒になったその水を味わってみた。それがどこから来たのか、知らなかったので、-しかし、水をくんだ手伝いの者たちは知っていた。-彼は、花婿を呼んで、


10)言った。「だれでも初めに良いぶどう酒を出し、人々が十分飲んだころになると、悪いのを出すものだが、あなたは良いぶどう酒をよくも今まで取っておきました。」





11)イエスはこのことを最初のしるしとしてガリラヤのカナで行ない、ご自分の栄光を現わされた。それで、 弟子たちはイエスを信じた。


参照　コリント人への手紙第二9:8)　神は、あなたがたを、常にすべてのことに満ち足りて、すべての良いわざにあふれる者とするために、あらゆる恵みをあふれるばかり与えることのできる方です。





４)すると、イエスは母に言われた。「あなたはわたしと何の関係があるのでしょう。女の方。わたしの時はまだ来ていません。」


5)母は手伝いの人たちに言った。「あの方が言われることを、何でもしてあげてください。」





3)ぶどう酒がなくなったとき、母がイエスに向かって「ぶどう酒がありません。」と言った。





2:1)それから三日目に、ガリラヤのカナで婚礼があって、そこにイエスの母がいた。


2)イエスも、また弟子たちも、その婚礼に招かれた。





5:28 するとレビは、何もかも捨て、立ち上がってイエスに従った。


5:29 そこでレビは、自分の家でイエスのために大ぶるまいをしたが、取税人たちや、ほかに大ぜいの人たちが食卓に着いていた。


ローマ人への手紙　3:13 「彼らののどは、開いた墓であり、彼らはその舌で欺く。」「彼らのくちびるの下には、まむしの毒があり、」


3:14 「彼らの口は、のろいと苦さで満ちている。」





5:30 すると、パリサイ人やその派の律法学者たちが、イエスの弟子たちに向かって、つぶやいて言った。「なぜ、あなたがたは、取税人や罪人どもといっしょに飲み食いするのですか。」


5:31 そこで、イエスは答えて言われた。「医者を必要とするのは丈夫な者ではなく、病人です。


5:32 わたしは正しい人を招くためではなく、罪人を招いて、悔い改めさせるために来たのです。」
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